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１．＜カルテチェック エラーリスト確認箇所＞

（１）カルテ記入後のカルテチェック

処置入力画面にて処置内容算定後カルテ記入すると算定に誤りがある場合、カルテ記載漏れがある

場合に【カルテ・チェック記載 エラーリスト】が表示されます。

（２）カルテ２号画面でのカルテチェック

（３）処置入力画面でのカルテチェック

誤算定・カルテ記載漏れがあると

【ｶﾙﾃ・ﾁｪｯｸ ｴﾗｰﾘｽﾄ】が表示されます。

誤算定・カルテ記載漏れがあると

【ｶﾙﾃ・ﾁｪｯｸ ｴﾗｰﾘｽﾄ】が表示されます。

※ カルテ転記していない処置内容にはチェックがかかりませんので、ご注意下さい。

誤算定・カルテ記載漏れがあると

【ｶﾙﾃ・ﾁｪｯｸ ｴﾗｰﾘｽﾄ】が表示されます。
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（４）月別・日別毎に全患者または来院患者に対し、チェックをかけ誤算定・カルテ記載漏れ等の対象患者の

一覧を表示します。

・・・月指定で全患者のカルテチェックを行います。

※チェック月にカルテ入力されていない患者さん

のカルテ内容もチェックします。

・・・日指定でその日のカルテ入力がある患者さんの

カルテチェックを行います。

・・・月指定でその月のカルテ入力がある患者さんの

カルテチェックを行います。

【 月指定での全患者カルテチェック】

をクリックするとカレンダーが表示されるので、カルテ

チェックを行う月に変更し、 ボタンをクリックします。

※その月にカルテ入力がない患者さんのチェックも含め全患

者のカルテチェックを行う為、時間を要しますので業務に差

し支えがない時間に行って下さい。

先月来院で今月来院されてない等のチェックを作成されて

いる場合は、 でチェックをかけます。

カルテチェックに時間がかかります。

日にちを指定しなくても、その月のカレンダーに

変更し、「実行」ボタンをクリックすると該当月の

１日～末日までのカルテチェックを行います。

印刷を行うと自動的に【カルテ・チェックエラーリスト】の

画面が終了します。

指定月

指定月に

変わる

カルテチェックを行う患者さんの件数およびマシンのス

ペックによってカルテチェックを行う時間は異なります。

※月単位でチェックを行う場合は、時間を要しますので

業務に差し支えがない時間に行って下さい。
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【 月指定での全患者カルテチェック】

指定月に

変わる

をクリックするとカレンダーが表示されるので、

カルテチェックを行う日を指定し、 ボタンをクリック

します。

指定日にカルテ入力がある患者さんのエラー該当者の一

覧が表示されます。

【 月指定での全患者カルテチェック】指 定

カルテチェックに時間がかかります。

日にちを指定しなくても、その月のカレンダーに

変更し、「実行」ボタンをクリックすると該当月の

１日～末日までのカルテチェックを行います。

印刷を行うと自動的に【カルテ・チェックエラーリスト】の

画面が終了します。

をクリックするとカレンダーが表示されるので、

カルテチェックを行う月に変更し、 ボタンをクリック

します。

※当月にカルテ入力されている患者さんのカルテチェック

を行います。

患者数によっても異なりますが、チェックに時間を

要します。

カルテチェックで誤算定・カルテ記載漏れ等の該当患者

さんの一覧が表示されます。

指定月
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２．＜エラーマスタ編集画面に入るには＞

（１）「設定１」画面より

業務選択メニューより「F5 設定１」をクリックし、「エラーマスタ編集」をクリック。

※業務コード「04」をクリックすると直接、エラーマスタの画面が開きます。
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（２）「設定２」画面より

業務選択メニューより「F6 設定 2」をクリックし、「設定２」メニューで「システム設定」をクリックします。

マスタメンテナンスの中の「エラーマスタ」をクリックします。
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３．＜不要なカルテチェックを動作停止にするには＞

（１）動作停止を行うエラー内容のエラーチェック

コードを確認します。

エラーチェックコード

（２）エラーマスタ編集画面を表示します。

↓

左下の ボタンをクリック

します。

↓

エラーコードの頭８桁のコード一覧が表示

されます。

↓

該当の頭８桁の番号を選択します。

該当のエラーチェックコードをクリックし、 
選択します。

↓

選択した状態で ボタンをクリック

します。

↓

複数の条件で構成されたエラーチェックが

反転されます。

（複数の条件で構成されていないものは 1 件だ

け選択された状態になります。）
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（３）反転されたそれぞれのチェックマスタをダブ

ルクリックで開き、 にチェック

を入れます。

右下の ボタンをクリックします。

以上の手順で動作停止を入れて頂くと、不要なカルテチェックの動作を停止することができます。
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補足：＜カルテ入力中にエラーマスタ編集画面に入るには＞

※通常は絶対にこの操作を行わないでください。

LAN のユーザー様は、この操作を行う場合は、事前に他の全てのクライアントが終了している

事をご確認ください。

（１）カルテ２号画面・処置入力画面より

カルテ２号画面・処置入力画面でキーボードの「Ctrl」キー+「Shift」キーを押したまま、「む」キーを押すと

エラーマスタ編集画面を呼び出す事ができます。

キーボードの Ctrl キー+Shift キーを

押したまま「む」キーをクリックします。

キーボードの Ctrl キー+Shift キーを

押したまま「む」キーをクリックします。


